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フ
レ
イ
ル
は
「
加
齢
に
伴
う

心
身
の
衰
え
」
の
こ
と
で
、
健

常
者
か
ら
要
介
護
者
へ
移
行
す

る
中
間
状
態
を
意
味
し
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
の
予
防
が
介
護
予
防

と
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
す
が
、
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
が
続
く
な
ど
、
逆
に
フ

レ
イ
ル
を
増
長
さ
せ
る
よ
う
な

世
の
中
と
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
長
寿
の
三
つ

の
柱
「
栄
養
・
運
動

・
社
会
参
加
」
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
、

フ
レ
イ
ル
の
予
防
に

も
な
り
ま
す
。
外
出

自
粛
や
「
３
密
」
の

回
避
な
ど
は
心
身
の

衰
え
に
直
結
し
て
し

ま
う
た
め
、
新
し
い

生
活
様
式
の
中
で
で

き
る
こ
と
を
模
索
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　

歯
科
医
師
会
は
以

前
か
ら
、
フ
レ
イ
ル
の
入
り
口

で
も
あ
る
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
」
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
口
の
機
能
の
衰
え
で

食
事
や
会
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
な
く
な
る
と
、
他
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を

避
け
る
よ
う
に
な
り
、
家
に
こ

も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
で
全
身
の
フ
レ
イ
ル
へ
と
進

　

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　

「
催
し
ガ
イ
ド
」
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
で
紹
介
し
て
い
る
催
し
物

の
中
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
急
き
ょ
中
止
・

変
更
と
な
っ
た
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

お
出
掛
け
の
際
は
、
主
催
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

前
号
で
紹
介
し
た
若
獅
子
会

公
演
の
中
止
が
四
月
二
十
五
日

に
決
ま
っ
た
た
め
、
読
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
抽
選
を
取
り
や
め
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　

暖
か
い
季
節
に
な
る
に
つ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
外
出
時

間
が
長
く
な
り
ま
す
。
守
山

警
察
署
管
内
で
は
、
子
ど
も

を
狙
っ
た
「
声
か
け
」
な
ど

の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

進
学
や
進
級
で
新
生
活
が

始
ま
り
、
そ
の
環
境
に
慣
れ

て
き
た
頃
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
身
を
守
る
方

法
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て

家
庭
で
話
し
合
い
、
防
犯
意

識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

【
主
な
対
策
】

　

▽
連
れ
去
り
防
止
の
合
言

葉
「
つ
み
き
お
に
」
で
防
犯

対
策
。
つ
つ
い
て
い
か
な
い

（
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い

か
な
い
）
み
み
ん
な
で
一
緒

に
遊
ぶ
（
一
人
で
い
る
と
狙

わ
れ
ま
す
）
き
き
ち
ん
と
家

族
に
知
ら
せ
る
（
ど
こ
で
何

を
す
る
か
家
族
に
知
ら
せ

る
）
お
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ

（
声
が
出
な
い
場
合
は
防
犯

ブ
ザ
ー
を
使
う
）
に
逃
げ
る

（
全
力
で
走
っ
て
逃
げ
る
）

　

▽
通
学
路
の
危
険
箇
所
や

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　

▽
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
ラ
ン

ド
セ
ル
の
肩
ベ
ル
ト
の
前
面

な
ど
、
す
ぐ
に
手
が
届
く
位

置
に
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
月
に
一
回
は
、
故
障
や

電
池
切
れ
し
て
い
な
い
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
狙
っ
た
不
審
者
に
注
意
！

ー
ズ
を
持
参
。
幼
児
と
そ
の
保

護
者
対
象
。
無
料

　

◇
イ
ス
に
座
っ
て
ら
く
ら
く

ヨ
ガ

　

６
月
８
日
・
７
月
13
日
（
火
）

前
10
―
11
、
小
幡
緑
地
西
園
管

理
棟
。
※
問
い
合
わ
せ
・
申
し

込
み
は
同
緑
地
管
理
事
務
所
☎

０
５
２
（
７
９
１
）
９
４
９
２

へ
。
区
内
在
住
の
ヨ
ガ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
・
Ｙ
ｕ
ｋ
ａ
さ
ん

が
講
師
を
務
め
、
足
腰
に
自
信

の
な
い
人
向
け
な
ど
の
内
容

で
。
運
動
し
や
す
い
服
装
と

靴
、
マ
ス
ク
を
着
用
の
ほ
か
、

長
方
形
の
タ
オ
ル
と
飲
み
物
を

持
参
。
一
般
対
象
、
両
日
と
も

　

◇
春
の
企
画
展
示
「
初
公
開

！

　松
ケ
洞
18
号
墳
の
新
出
土

品
」

　

６
月
13
日
（
日
）
ま
で
、
前

９
―
後
５
（
展
示
室
へ
の
最
終

入
場
は
後
４
・
30
）
、
体
感
！

し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

☎
０
５
２
（
７
３
９
）
０
５
２

０
。
昨
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
松
ケ
洞
18
号
墳
＝
竜
泉
寺

二
＝
の
調
査
成
果
の
紹
介
と
、

出
土
し
た
埴は

に

わ輪
・
須
恵
器
・
金

属
製
品
・
玉
類
を
展
示
。
月
曜

休
館
。
無
料
（
た
だ
し
、
展
示

室
の
入
場
料
二
百
円
要
。
中
学

生
以
下
無
料
）

　

◇
と
も
だ
ち
を
つ
く
ろ
う

（
親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
）

　

６
月
４
日
・
18
日
・
25
日

（
金
）
前
10
・
30
―
11
・
30
、

守
山
児
童
館
☎
０
５
２
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
親
子
体
操
や

季
節
の
手
作
り
遊
び
な
ど
で
、

み
ん
な
と
仲
良
く
。
室
内
シ
ュ

十
五
人
ま
で
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）
。
参
加
費
（
一

回
）
五
百
円

　

◇
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
と
あ
そ
ぼ

う
　

６
月
９
日
（
水
）
前
10
・
30

―
11
、
守
山
児
童
館
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
５
０
１
。
子
育

て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ち
ゅ

う
り
っ
ぷ
」
に
よ
る
お
話
あ
そ

び
な
ど
。
※
申
し
込
み
は
６
月

１
日
（
火
）
前
９
―
同
館
の
窓

口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
。

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
対
象
、

先
着
二
十
組
。
無
料

　

◇
ス
ー
プ
作
家

　有
賀
薫
さ

ん
の
ス
ー
プ
と
お
う
ち
ご
は
ん

の
お
は
な
し

　

６
月
11
日
（
金
）
前
11
―
11

・
40
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５

２
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
ス

ー
プ
作
家
と
し
て
活
躍
中
の
有

賀
さ
ん
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
招
く

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
。
※
申
し
込

み
は
６
月
４
日
（
金
）
前
９
・

30
―
、
同
館
の
窓
口
ま
た
は
電

話
で
受
け
付
け
。
一
般
対
象
、

先
着
十
二
人
。
無
料

　

◇
守
山
図
書
館
郷
土
史
講
座

「
守
山
城
と
明
和
四
年
の
矢
田

川
大
洪
水
」

　

６
月
26
日
（
土
）
前
10
―
11

・
30
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
守
山

郷
土
史
研
究
会
の
加
藤
武
彦
さ

ん
が
講
師
を
務
め
、
大
洪
水
で

　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
特
殊
詐
欺
―
。

守
山
区
役
所
地
域
力
推
進
室
で

は
、
区
内
で
多
発
し
て
い
る
特

殊
詐
欺
の
注
意
喚
起
を
行
う
た

め
の
川
柳
を
募
集
中
。
守
山
区

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
が
応

募
で
き
、
締
め
切
り
は
六
月
十

五
日
（
火
、
必
着
）
。

　

応
募
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
一
人
三
作
品
ま
で
。
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
あ
れ
ば

雅
号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
・
川
柳

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―
８

５
１
０
（
住
所
不
要
）
守
山
区

役
所
地
域
力
推
進

室
へ
郵
送
。
フ
ァ

ク
ス
＝
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５

０
８
、
メ
ー
ル
＝

a7964520@moriy

ama.city.nagoy

a.lg.jp

、
区
役
所
（
35
番
窓

口
）
で
も
受
け
付
け
る
。

　

審
査
・
選
考
に
よ
り
、
優
秀

作
品
（
三
点
）
に
は
図
書
カ
ー

ド
五
千
円
分
、
佳
作
（
五
点
）

に
は
同
千
円
分
が
贈
ら
れ
る
。

ま
た
優
秀
作
品
は
、
電
話
機
に

貼
る
啓
発
シ
ー
ル
に
さ
れ
、
区

内
の
高
齢
者
ら
に
配
ら
れ
る
予

定
。
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
）
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
地
域

力
推
進
室
＝
☎

０
５
２
（
７
９

６
）
４
５
２
２

＝
へ
。

　

希
少
生
物
の
保
全
活
動
な
ど

を
続
け
て
い
る
「
愛
知
守
山
自

然
の
会
」
は
六
月
十
二
日

（
土
）
午
前
十
時
―
同
十
一
時

四
十
五
分
、
恒
例
の
自
然
観
察

会
を
小
幡
緑
地
本
園
で
開
く
。

当
日
自
由
参
加
、
小
雨
決
行
。

　

観
察
会
は
、
守
山
区
の
豊
か

な
自
然
に
親
し
も
う
と
す
る

「
守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー

ル
」
（
実
行
委
員
会
事
務
局
・

区
役
所
地
域
力
推
進
室
）
の
活

動
の
一
つ
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
タ
オ
ル
が
も
ら
え
る
同
ス
ク

ー
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
対
象

事
業
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
「
ト
ン
ボ
や
蝶
な
ど

昆
虫
を
さ
が
し
て
み
よ
う
！
」

が
テ
ー
マ
。
同
会
会
員
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
こ
の
時
期
に

見
ら
れ
る
昆
虫
の
観
察
な
ど
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
動
き

や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ
た

靴
、
帽
子
、
マ
ス
ク
着
用
の
ほ

か
、
飲
み
物
持
参
と
の
こ
と
。

　

参
加
費
百
円
（
資
料
・
保
険

代
と
し
て
）
、
子
ど
も
は
無

料
。
午
前
九
時
四
十
五
分
に
小

幡
緑
地
本
園
ト
ン
ボ
の
時
計
前

へ
集
合
。
問
い
合
わ
せ
は
「
愛

知
守
山
自
然
の
会
」
代
表
の
石

原
則
義
さ
ん
方
＝
☎
０
５
２

（
７
１
１
）
３
０
８
７
＝
へ
。

矢
田
川
に
何
が
起
こ
っ
た
の

か
？
守
山
城
と
の
深
い
関
係
と

は
？
な
ど
の
話
を
。
※
申
し
込

み
は
６
月
12
日
（
土
）
前
10
・

30
―
、
同
館
の
窓
口
ま
た
は
電

話
で
受
け
付
け
。
一
般
対
象
、

先
着
十
五
人
。
無
料

ん
で
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー

要
因
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
友
達
と
の
食
事
会
や
カ

ラ
オ
ケ
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
他
人

と
接
し
な
が
ら
口
の
機
能
を
使

う
行
動
は
本
来
、
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
の
予
防
に
と
て
も
有
効

な
も
の
な
の
で
す
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
室
内
で
も

で
き
る
軽
い
運
動
な
ど
で
筋
力

と
食
欲
を
保
つ
こ
と
に
加
え
、

家
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
分

を
考
慮
し
た
食
事
内
容
の
見
直

し
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
の
会
話
な
ど
、
新
た

な
挑
戦
も
刺
激
に
な
っ
て
良
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

ヒ
ト
カ
ラ
（
一
人
カ
ラ
オ
ケ
）

デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
喉
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
み
る
の
も

楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

何
か
と
大
変
な
世
の
中
に
な

り
ま
し
た
が
、
思
い
切
っ
た
変

化
を
受
け
入
れ
る
機
会
で
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
は
健
康
長
寿

の
源
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
な

い
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

守
山
区
歯
科
医
師
会
は
、
同

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）
で
「
歯

と
口
の
ｗ
ｅ
ｂ
健
康
教
室
」
を

公
開
中
。
六
月
十
日
ま
で
。

　

こ
と
し
の
テ
ー
マ
は
「
０
歳

か
ら
の
予
防
歯
科
」
「
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
予
防
」
の
二
つ

で
、
同
会
は
「
お
口
の
健
康
情

報
を
、
よ
り
詳
し
く
発
信
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。

　

松
本

　雄
大
く
ん
（
ま
つ
も
と
・
ゆ
う
だ

い
）
２
０
１
９
・
６
・
４
生
ま
れ
＝
鼓
が
丘

２
＝

　

▽
毎
日
楽
し
く
遊
ぼ
う
ね
！

　

本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し

て
く
れ
る
お
子
さ
ん
（
応

募
時
点
で
二
歳
未
満
の
方

が
対
象
）
を
引
き
続
き
募

集
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

　

応
募
は
郵
送
、
ま
た
は

メ
ー
ル
で
。
本
人
一
人
で

写
っ
て
い
る
写
真
（
返
却

は
い
た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ

か
①
住
所
②
氏
名
・
ふ
り

が
な
③
性
別
④
生
年
月
日

⑤
保
護
者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー

ジ
⑦
電
話
番
号
⑧
お
近
く

の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６
３

―
０
０
０
７
、
松
坂
町
３

５
２
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ

ー
ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。

　

メ
ー
ル
は
件
名
に
「
元

気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」
、
本

文
に
①
か
ら
⑧
、
写
真
デ

ー
タ
を
添
付
し
て
＝m

-

homenews@gctv.ne.jp

（
携
帯
の
絵
文
字
は
使
用

不
可
）
＝
へ
。

　

画
質
に
よ
っ
て
は
掲
載

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
な
ど

　

一
生
を　

共
に
歩
む　

自
分
の
歯
―
。
「
歯
と
口
の
健
康
週

間
」
が
六
月
四
―
十
日
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る
。
い
ま
問
題

と
な
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
フ
レ
イ
ル
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ

ナ
フ
レ
イ
ル
」
と
口
の
健
康
の
関
係
に
つ
い
て
、
守
山
区
歯
科

医
師
会
・
公
衆
衛
生
部
理
事
の
小
林
健
宏
さ
ん
に
聞
い
た
。

特
殊
詐
欺 

注
意
喚
起
の
川
柳

守
山
区
役
所
地
域
力
推
進
室
が
募
集
中

「
愛
知
守
山
自
然
の
会
」が
自
然
観
察
会

　来
月
12
日

　小
幡
緑
地
本
園
で
昆
虫
探
し

来
月
４
日
か
ら「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

「
コ
ロ
ナ
フ
レ
イ
ル
」
と
口
の
健
康
の
関
係

区
歯
科
医
師
会
・
公
衆
衛
生
部
の
小
林
理
事
に
聞
く

〝
小
幡
の
森
〞
で
見
ら
れ
る

昆
虫
な
ど
を
観
察

本年度「歯と口の健康週間」のポスター

松ケ洞18号墳で行われた発掘の様子


